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 箕輪中学校では、「基礎的・基本的な知識の定着」と「家庭での継続的な学習」を目的と
して、タブレットとｅライブラリを利用した放課後ドリル学習を実施しています。 

 放課後ドリル学習は、希望者を対象とした週１

回３０分の補充学習です。授業で学習した内容の

確認やこれまでの復習だけでなく、家庭での学習

を継続的に行うためのきっかけづくりの時間とし

て位置づけられています。 
 

 放課後ドリル学習の続きを家庭でもできるよう

に、ｅライブラリの「家庭学習サービス」を使っ

て行われています。 

放 課 後   タブレットで放課後ドリル学習！ 

● 継続的な取り組みで学習習慣の定着！ 

長野県箕輪町立 箕輪中学校 
み の わ 

● 自分のペースで、自分に合ったやり方で！ 

 第１回目の放課後ドリル学習では、まず

家庭学習サービスの使い方を覚えました。

生徒は皆限られた時間の中で集中し、黙々

と学習を進めていました。 
 

 ２回目以降は、生徒の学習方法に変化が

見られるようになってきました。間違えた

問題をノートに書き写す、解説教材・確認

問題を見てからドリル問題を解く、分から

ないところは教科書で調べる、友だち同士

で教え合うなど、さまざまな学びの姿が見

られました。３年生の中には、全国高校入

試の問題を書き写して解く生徒もいました。 
 

 生徒はそれぞれ自主的に、自分のペース

で、自分に合ったやり方を探りながら学習

を進めています。 



ＩＣＴ支援員 阿部 知之 先生のお話 

 放課後学習の最終日には生徒に

アンケートを取り、ふりかえりを

行いました。半数以上の生徒が、

家庭でも継続してドリル学習に取

り組んでいたことがわかります。 
 

 また、「限られた時間の中で学

習方法を工夫しながら勉強するよ

うになった」など、生徒自身の気

づきや学習の変化も多く見られま

した。 

 箕輪中学校では、ＩＣＴ活用の三本の柱として 「情報を大きく見せる」

「協働型・双方向型授業の充実」「基礎・基本の定着」を掲げています。 

ｅライブラリは、そのうちの「基礎・基本の定着」に最適な教材です。小学

校１年生から中学校３年生までの豊富なドリル教材がそろっており、学校だ

けでなく家庭でも利用できるため、特別支援学級や様々な理由でなかなか学

校に来ることができない生徒など、すべての生徒に学習の機会を保障するこ

とができます。 

 今後は、授業での活用や放課後学習に加え、生徒が工夫しながら勉強する

ためのツールとして、家庭学習サービスを活用していきたいと考えています。 
ICT支援員 阿部 知之 先生 

       ●●● 受講した生徒の声（一部抜粋）●●● 
 

・自分が苦手だったところなどが少しずつわかるようになってきたのでよかった。 
 

・勉強のやり方もわかったので、やってよかったと思った。 
 

・選択問題なのでわかりやすかったし、間違えたところもわかるようになった。工夫したところは 

 苦手教科を中心にバランスよくやったところ。部活動と重なってしまっていて大変だったけど、 

 受講してよかった。 
 

・家のパソコンでやることができるので、ものすごくいいと思った。 
 

・ドリル学習をやって、家でもやって、テストの点がすごく良くなったからこれからも続けたい。 

 たくさん問題を解くと力がつくとわかった。 
 

■よく当てはまる     ■だいたい当てはまる  ■少し当てはまる 

■あまり当てはまらない  ■ほとんど当てはまらない 

放課後学習を受講してよかった 

ドリル学習を通して力がついたと思う 

工夫しながら勉強するようになった 

家庭でもドリル学習を活用した 

次年度も開講すれば受講したい 
（1・2年生のみ記入） 
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【 受講した生徒へのアンケート 】 

※先生の所属は取材当時（2015年度）のものです。 

  生徒の感想 運 用  生 徒 の 感 想 

特別支援   授業の最後の１５分間でドリル学習 

 特別支援学級では、授業の最後の１５分間にタブレット

とｅライブラリを使って個々のペースで問題を解いていき

ました。小学校内容の問題も解くことができるので、学年

をさかのぼって苦手な単元を学習することができます。 
 

 不正解の音が鳴ると、先生はすぐにその生徒のところへ

行き、間違えた内容を確認して、ていねいに解説をしてい

ました。普段なかなか集中できない生徒も、ｅライブラリ

なら集中して問題に取り組むことができるそうです。 


